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ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）で変わるもの 
主幹 伊林 貴志 

近年「営業ＤＸ」「産業ＤＸ」など，様々な分野で「ＤＸ」という言葉を耳にすることが多くなりまし

た。わたしが子どものとき「ＤＸ」は「デラックス」と呼んでいました。時代は新たな局面を迎えました 。

教育界にもＤＸの波が押し寄せています。文部科学省より「リーディングＤＸスクール事業」の指定校の

１つに緑新小学校が指定されています（他は緑が丘中・西御料地小・緑が丘小）。リーディングＤＸス

クール事業の主たる目的は「効果的な実践事例を創出・モデル化し，都道府県や学校種を超えて横展開し

たり，全国に広げたりすることにより，全国全ての学校でＩＣＴを“普段使い”できるよう取組を進めて

いくこと」です。学校だより第５号に「リーディングＤＸスクール事業」の職員研修の話題を掲載させて

いただきました。この研修は「ＤＸについての理解を深め，校務と授業の変革を図ろう」という趣旨の下

行われました。   

ＤＸは単なる「ＩＴ化」とは異なり，単に端末を活用したり，デジタル化したりするだけではないので

す。学校で行われるＤＸには，職員の業務（校務）のＤＸと，授業のＤＸという大きく２つの柱がありま

す。今年度は「校務ＤＸ」から始めました。まず，職員が日常的にＩＣＴを活用し，業務の改革を体験す

ることで「授業ＤＸ」につなげようというステップを踏むことにしました。 

 ＤＸの例を１つ挙げるとするならば，「欠席・遅刻連絡のデジタル化」です。以前は，連絡手段が電話

もしくは前日までの連絡帳しか方法がありませんでした。今月のように，感染症が流行する時期は，朝の

時間帯は電話が鳴り止まないこともしばしばありました。回線が限られた数しかないため，何度かけても

話し中になってしまうこともありました。担任との連絡の共有も確実にしてきたつもりでも，情報の共有

の「落ち」が常につきまとう状態でした。担任は電話（職員室）と教室を何度も往復することもありまし

た。しかし，当時は方法がそれしかなかったので，それを不便だとは思っていなかったのです。 

今はどうなっているかというと，朝のうちに保護者の皆様がフォームで連絡をしてくださいます。それ

は自動で表にまとめられ，職員で共有しています。連絡が必要な児童には，職員全員で対応し，そのやり

とりも職員の端末で行うことができます。つまり，担任は教室に居ながらにして，職員室の職員と情報を

共有し，進行させることができるのです。（個人情報のため，一定の時間が経過すると自動で消去されます）  

 では，電話の連絡がこれで滅びたかというと，決してそうではありません。個別の連絡や直接話した方

が共有できることなど電話にしかできないこともあります（そのため，家庭環境調査票に記載するようご

協力いただいています）。連絡の方法が多様になり，最適な方法での連絡方法をとることで，学校と保護

者との連携が強化される，ということなのです。これが何を変革させたかというと，朝の時間帯に電話が

集中しなくなったため，余裕をもって担任が教室で児童を迎えることができます。担任が教室にいること

で児童も落ち着いて朝の時間を過ごすことができます。また，担任だけが情報を握っているのではなく，

職員が共有していることで，児童への対応も幅広い対応が可能となりました。 

朝の落ち着いたスタートが学校生活や学力にどのように影響があるのかについては，数字としては分析

され尽くしてはいないですが，それなりに長い期間，緑新小学校に勤務しているわたしの実感としては， 
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朝の時間帯の廊下がとても静かで，スムーズに朝の学習に入っている教室が多いです。以前は「出来る」

とさえ考えられなかったことが，今はＩＣＴを駆使することで出来るようになります。そして，職員にも

子どもたちにも，どの方面からも笑顔になる工夫。これがＤＸによる変革です。もちろん，このシステム

に慣れるまで，大変な時期や面倒なところもあります。うまくいかない場面もあるでしょう。しかし，そ

れを乗り越えることによって得られるものは大きいです。これからも，試行錯誤を繰り返しながら，みん

なの笑顔につながる変革を多く実行していきます。 

【リーディングＤＸ事業の概要ＨＰ】 

http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/ryokushin-els/dx/ 

 

校外スキー学習 

 

１月１９日～２月２０日，２～５年生がサンタプレゼントパーク・

マロースゲレンデにてスキー学習に取り組みました。１月１９日

（金）・２月６日（火）に３・４年生，１月２４日（水），２月９日

（金）に５・６年生，２月２０日（火）に２年生が予定どおり実施で

きました。実技指導では，旭川シュプールクラブ等から６名の講師の

皆様に協力していただき，スキー滑走を楽しむとともに，各班の実技

レベルに応じた学習に取り組みました。大きな事故やけがもな

く，無事に今年度のスキー学習を終えることができました。ス

キー・ストック，スキーウエア・帽子・手袋，お弁当の準備など，保護者の皆様方には，多岐にわたりご

協力いただきました。次年度もどうぞよろしくお願いいたします。  

 

令和６年度 児童会役員選挙 

 

 ２月１６日（木），令和６年度の児童会役員選挙が行われました。児童会役員選挙規約に則り，会

長，副会長，書記の候補者が責任者とともに「こんな学校にしたい」という思いを伝えました。３年生以

上が立会演説会に参加し，演説後に現４年，５年，６年生が投

票を行いました。４年ぶりの体育館での立会演説会でしたの

で，少し緊張した様子も見られましたが，立候補者は「みんな

が楽しさを感じることができる学校にしたい」，「いじめのな

い明るく楽しい学校にしたい」，「挨拶がしっかりできる学校

にしたい」など，緑新小をよりよくするための思いや考えを表

明できまし

た。令和６年

度の新役員は上記のとおりです。新しい児童会役員の皆さ

んは，緑新っ子の皆さんとともに，一人一人のよさを生か

し，緑新小の代表としての自覚をもち，一致団結して大い

に活躍することを期待します。 

 

参観授業・学級懇談 

会   長 金盛 大晴（５年 1 組） 

副 会 長 赤根 慶梧（５年１組） 

副 会 長 郷田 曖蘭（４年１組） 

書    記 石﨑 真央（５年 1 組） 

書    記 辻 望乃子（４年 1 組） 

スキー学習の様子 

【敬称略】 

４年ぶりの立合演説会の様子 
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２月１３日（火）～２０日（金），令和５年度最後の参観日・学級懇談

を行いました。子どもたちは，できるようになったことを堂々と発表した

り，心を込めて演奏したり，思いを伝え合ったりするなど，一人一人の成

長の姿を披露していました。特に６年生は，将来の夢やパフォーマンス紹

介などを通して，今の自分の考えや思いを熱心に伝えていました。参観し

た保護者からは「心が熱くなりました」，「成長した姿に感動しました」

などの感想があり，卒業生らしい立ち振る舞いに感心していました。ま

た，各学級懇談では，１年間に身に付けたことや課題点，いじめ防止に向けた取組などついて説明し，今

年度の成果や今後の方向性について確認させていただきました。今年度もあと僅かとなりましたが，今後

とも本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

新入学児童保護者説明会 

２月７日（水）に新入学児童説明会をランチルームで行いました。保護

者には，入学前の準備として，提出物の確認，緑新小の紹介，入学の心

得，学用品，健康・安全，マチコミの登録説明，諸費納入と就学援助，特

別支援教育，ＰＴＡ活動などについて説明しました。その間，新１年生

は，現１年生と一緒に体育館でジャンケン列車に取り組むなど，楽しい時

間を過ごすことができました。この日

のために，1 年生の子どもたちは，これ

から入学する新１年生に喜んでもらおうと，イラストやメッセージを添え

て名前カードを作成しました。当日，受け取った新１年生は笑顔で喜んで

いました。令和６年４月８日（月）の入学式では，約５０名の緑新っ子が

仲間入りします。元気な姿で入学することを楽しみにしています。 

 

第 2 回学校運営協議会 

 

２月１５日（木），第２回学校運営協議会が開催されました。「学校運営の最終責任者である校長を支

え，学校を応援することで，地域の実情を踏まえた特色ある学校づくりの推進する」ことを目的としてい

ます。令和５年度の学校評価や令和６年度学校経営方針（案）等について説明を行い，学校運営・その運

営に必要な支援に関する協議等を行

いました。主な協議内容について

は，地域行事との連携，挨拶の取

組，交通安全，いじめ対策と本校の

現状など，地域の実態を踏まえた

「地域とともに学校づくり」に向け

て協議することができました。６名

の委員の皆様，数多くの貴重なご意見等をありがとうございました。今後のよりよい学校経営に生かして

まいりますので，お力添えをお願いいたします。 

【令和５年度の街頭指導（見守り活動）について】 

令和５年度の街頭指導については，あと１回となりました。ご協力に感謝いたします。３月１日（金）

もって，令和５年度の見守り活動（計９回）を終えることになります。日頃から保護者や地域の皆様にあ

【学校運営協議会委員】          
神楽岡東地区社会福祉協議会会長   小 西   穂 様 
神楽岡中央町内会会長        高 野 雅 樹 様 
神楽岡８区町内会会長          須 賀 邦 男 様 
旭川市民生員・児童委員       岡 部 途 固 様 
プラタナス商店会会長        久 保 郁 夫 様  
緑新小学校ＰＴＡ副会長       粟 田 純 子 様  

発表の様子 

保護者説明会の様子 

新１年生との交流 
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たたかく見守っていただき，子どもたちは安心して安全に登校しております。６年生については，３月２

１日（木）に卒業証書授与式，１～５年生は，２５日（金）に修了式を迎えます。今後とも，学校での交

通安全の指導とともに，保護者，地域の皆様方のお力添えをお願いたします。 

なお，街頭指導で活用していただきました「腕章・ベスト・旗」等については，学校までご返却くださ

いますようお願いいたします。 

◆「腕章・ベスト・旗」の返却期日：３月２８日（木） 

 

 

 

 

 

 

 
 
３月の生活目標：感謝の気持ちをもとう  
 ３月 １日（金）朝会（認証式），フッ化物洗口 

街頭指導（火防・交通部，ＰＴＡ生活環境部の皆様） 
      ４日（月）本の読み聞かせ 
    ５日（火）本の読み聞かせ，合唱練習・臨時朝会 
    ６日（水）本の読み聞かせ，ＡＬＴ来校 
    ８日（金）フッ化物洗口，卒業式練習（在・卒） 

１１日（月）返本週間，在校生合唱練習 
１２日（火）卒業式練習（合同），スクールカウンセラー来校日 
１３日（水）卒業式練習（卒業生） 

   １４日（木）卒業式練習（合同） 
１５日（金）卒業式総練習，同窓会入会式 
１８日（月）卒業式練習（卒業生） 
１９日（火）卒業式練習（在・卒） 

   ２１日（木）第４１回卒業証書授与式 
   ２２日（金）フッ化物洗口 

２５日（月）通知表受渡日（１～５年），修了式，離任式  
 

先月，ＰＴＡ本部・専門部・学年役員希望アンケートを実施し，回答を集計しました。（回答率８６％） 

集計の結果，広報・文化部への希望が期待数に達しない状況となったことから，検討・協議の結果，サポーター

制へ移行することにいたしました。なお，多くの保護者がサポーターとして「協力してもよい」というご意向を確

認できたことから，令和６年度の広報誌「こだま」の編集・発行等については，サポーターを募って行うことにい

たしました。詳細については，新年度にお知らせする見通しです。

また，ＰＴＡ役員選考委員会では，今回のＰＴＡ役員の希望アンケートの結果を踏まえ，推薦者名簿を作成し，

推薦者に選考委員会長から文書に配付いたします。令和６年度のＰＴＡ総会は，４月２０日（土）を予定しており

ますので，承認後に決定することになりますので，ご理解くださいますようお願いいたします。

【学年末・学年始の主な行事（予定）】 
３月２６日（火）～４月４日（木） 学年末・始休業 

  ４月 ５日（金）令和６年度 着任式，始業式 
     ８日（月）入学式 
    １８日（木）全国学力・学習状況調査（６年），学力検査（２～５年） 

１９日（金）わかば教室 
    ２０日（土）参観日（全学年），ＰＴＡ総会 
    ２２日（月）振替休業 

２３日（火）自宅確認週間（～２５日） 
    ２４日（水）知能検査（２・５年） 


